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研究成果概要

前年度に引き続いて、チベット

空気シャワーアレイで観測された異

方性に対してモデルをフィットし、

太陽圏外にどのような異方性が存在

しているかを探った。このモデルで

は、観測結果の各赤経・赤緯ピクセル

から宇宙線反粒子を射出し、太陽風

－恒星間プラズマ相互作用の MHD

シミュレーションで得られた太陽圏

のモデル磁場中で粒子軌道を計算す

る。次に太陽圏外部境界での各粒子

の運動方向を用いて、観測結果を最

も良く再現する太陽圏外異方性を求

めた。その結果を右図に示す。このフ

ィッティングでは、チベット空気シ

ャワーアレイで観測される宇宙線の

リジディティー・スペクトラムや宇

宙線組成も考慮されている。(a)が観

測結果、(b)がその再現結果、(c)が太

陽圏外部境界でのモデル異方性である。(a)と(b)を比べると、観測結果の大まかな様子が

良く再現できていることが判る。

しかしながら、このモデルによる2/d.o.f.は 1.62（d.o.f.=2052）で 1を大きく上回

っており、フィッティングは十分とは言えない。太陽圏外部境界でのモデル異方性とし

て多重極展開級数を仮定すると、展開級数を第 24次（Lmax=24）まで含めないと2/d.o.f.



が 1を下回らないことが判っている（図のモデルは Lmax=2に相当する）。この問題は、

(a)に見られる small scale異方性が(b)では再現できていないことが原因と考えられ、今

後 small scale 異方性までを再現可能な太陽圏外部境界でのモデル異方性の構築を試み

る予定である。
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